






















 

はじめに 

 日本の衛生行政が制度的に発足したのは明治の始めである。この頃は伝染病

対策が最大の目的であった。その後,急性伝染病に対する予防施策が成課をあげ

たので,対策の重点は結核等の慢性伝染病へと移行し,その後も少しずつ変った

のち,昭和に入ってからは結核対策,母子衛生等に関して,家庭訪問指導の必要

性が痛感されるとともに,地域に密着した保健指導の必要性が強調されてきた。 


